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将来的にも､少子高齢化に伴う労働人口減少による税等の収入減､老齢人口増加による医療福社

史出の増加が見込まれておF 史なる行政の効率化の推進が必貴になっていますO

この東経広域圏に於いても､平成の大合併により新たな 2市が嶺生 し､銚子亨､他市､匝瑳市に

よる,凍戊となりました｡今後は､行政の効率化はもとより､阜総広域圏の特徴である仝国有数の農

林水産業､豊富な観光首線を絶埠､青嵐し､1む義の活性化を当圏域の共通の裸発 として､取 り組む

必要がありますa

)､

域周を取巻 く地オ医療休制の危供が大きく取 りざたされる中で､100万人医療圏一方､東総JZZl:

JZをええる､旭中央病院を中軸とした医療福祉等の使れた資質をよP)効果的に活用するためにも､三城的な連携､共同兜理が

不可~えであ i)ます.

地方分権の時代となF 1)､ 

Z三:El

む義の自主性､独自性が求められている中で､東経広域圏が蚤展 していくためには､各嬢成市が互

指 してJ 

いに良い刺激を受けながら発展 して､ 

今後 も､豊かな自然､地理的条件､温暖を気候等の貴晴 らい ､生活環境を生かした､より魅力的な圏域づくりi-

1城 -体で取 P)蝕んでいくことが車貴でありますとともに､J蛾 間の鏡手力増加につ

ながると考えています｡

城行政を姫逢 していきます｡

束総地区広域市田丁村圏事務血合管理者 伊 藤 良忠

現在､東総地域内で発生したごみは銚子市清掃センター(銚子市)､旭市クリーンセンター(旭市)､松山清掃工場 

､1(匝瑳市)の3施設でそれぞれ処理しています｡施設更新にあたっては､それぞれで焼却施設を建設するより ヶ所

HJ
LIJ

の施設で処理を行った方が様々なメリットがあります｡

ごみ辿理広域偲癖3 ト ごみ処理広域化イメージ図 
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･ごみ焼却エネルギーを利用して温熱供給や売電が可能

･リサイクルセンタ-を活用し､効率的な再資源化 ■滞 詩忌 1･-.̀

LI
3:


･広域での施設整備は国の補助孟対象
中継施設

l'


また､ごみ処理広域化にはメリットだけではなく､反対にデメリットもあり '.
ます｡これらデメリットの克服が今後の課題となります｡ 

E融処理広域化05 Jlgト
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●･運搬距離の増大による､運搬効率の悪化1-.
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･運搬車両の増加による､排気ガス等環境への影響 .. t･ 
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一般にごみ焼却施設の耐用年数は15年と言われていますが､銚子市の焼却施設は稼動後すでに20年を経過

し､同様に旭市が14年､匝瑳市が23年とそれぞれ老朽化が進んでいます｡

今から焼却施設を建設するとなると､環境に及ぼす影響を調べるのに約 3年､建設工事で約 3年と､最低でも6年

かかり､広域内で一番新しい旭市の施設でも20年を経過してしまいますO

そのため､ごみ処理広域化を早急に進めることが求められております｡

今後事業を進めるにあたって住民の方々に充分な説明を行い､協力していただけるよう努力していきます｡ 
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平成 18年7月25日から29日(4泊5日)･の日程で､圏域内中学生 32名により『東総地区中学生海外

派遣研修(シンガポール).』を実施しました. 研修期間中は､班別 自主研修やウイットリー中学校との

交流会､シンガポール日本人会への訪問､セント-サ島等の見学を行いました｡

班別自主研修では､自分達で事前に計画した行程で

シンガポールの街を散策しました｡道中は地図を片手に､

身振り手振りを交えた英会話を使いながら､目的地を目

指しました｡

ウイットリー中学校では､現地中学校生徒 による校内案内と民族舞踊､

私たち研修団は合唱を披露して友好を深めてきました｡

研修では､食事や地下鉄の乗車方法をはじめとした文化･風

習の違いや､中国系やイスラム系等の多民族が､英語という公

用語を通して､お互いの生活 ･宗教を理解し尊重して生活して

いる様子を体感することができました｡

今回の経験が､将来の国際化社会への対応や英語の重要

性を認識するきっかけとなって欲しいと考えています｡

銚子市で開催された第9回銚子連絡道路整備促進地区大会での

決議を踏まえて､5市4町(山武地区2市4町､東総地区3市)の首長･

議長で構成する山武･東総地域広域幹線道路網整備促進期成同盟

会は､平成18年 8月2

日､地元選出議員であ
=重 要垂垂コ 閲

る､林幹雄衆議院議長

とともに国土交通省､財務省を訪問し､銚子連絡道蕗の早期完

成の要望活動を行いました｡

銚子連絡道路は､山武･東総地域の産

業､医療福祉､防災等様々な分野の基盤

施設であり､地域の活性化のためにも､早 銚 子 連 絡 道 路
期の全線開通が望まれています｡

期成同盟会は､今後も､早期完成に向 M噂o,oo ooo
けて､関係機関への要望等に取り組んで 整備区間調e査･区間直恒計画額廟
いきます｡



･漬岩採用試演事業
構成市､一部事務組合の職鼻採用試験を合同で実施し､経費の

節減･採用候補者の資質の均一化を図ります｡

平成 18年度

実施日 平成 18年9月 17日(日)
試験会場 旭市立第二中学校 

参力0団体 4団体 (銚子市､旭市､匝瑳市､匝瑳市横芝光町消防組合) 

試験職種 11職種 (一般行政職､保儲師職､消防職等) 
応募者数 291名 
受験音数 256名
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l 新任職員研修 :新規採用職員

中破職員研修 :在職期間 10年以上の職員

監留吉研修 :係長又は同等の職にある苦
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乗絵地区広域市D7村田事務組合0概要

構成団体 :銚子市､旭市､匝瑳市

圏域面積 :315.60平方km
圏域人口 :187′749人

銚子市 面積 ◆83-91平方km
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人口:75 20人
旭 市 面積 :129.91平方km

人口 :70 43人
面積 :101 8平方km匝瑳市

人口 :42 86人

【平成 17年国勢調査より】

宅 事糾 合の緯線 .
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組合議員 (9人) 監査委員 (2人) 
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